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福岡県内での「痴漢」「盗撮」被害と対策についての調査結果 

    【自由記述に書かれた被害の抜粋】 

2022 年 6 月７日 

日本共産党福岡県議会議員団 

 

 

 

 

 

●小学生の頃の被害は当時はよくわからず、大人になってから痴漢だったと気付き、

どうしようもない事なのだけど自尊心が低下した気がします。 

●大学に進学して西鉄大牟田線で通学し始めると、あさ、ラッシュの中でしょっちゅ

う痴漢に会うようになった。今思い出しても何もいえなかった自分が悔しくてたまら

ない。友達が痴漢にあったときも、一緒に場所を移るくらいで、何もいえなかった。

ごくたまに知らない女の人が、痴漢をした男の人に抗議する場面に出会しても、応援

ができなかった。時間を巻き戻して、あの時に戻って、痴漢に抗議したい。 

●一度痴漢を捕まえて警察に行ったこともあったが、これ以上痴漢に手間と時間とお

金がかかるのが嫌だったのと、刑を負わせたとしても後からの報復が怖かった（相手

は私の最寄り駅を知っているのだから）のでなにもしなかった。（できなかった） 

注・被害の具体例の記述があります。 

別紙１ 

具体的な被害や状況を教えてください。現在の被害や、時間が経ったから言えることも、可能な

範囲でお答えください。 
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●びっくりして何も出来なかったし、大学生になるまで誰にも言えなかった。 

●ショックを受けている状態ですぐに「嫌なことがあった」というのはとても難しい

です。 

●映画館でお尻を触られたが、高校生で初めての経験で声も出せず、動けなかった。 

道を聞かれて丁寧に教えてあげていたら、急に男性器を見せられ悲鳴をあげて逃げ

た。 親切にした自分がバカだったのかと頭に来たし、情けなかった。 電車や大勢の

中でなかなか大声を出せない自分がいる。 

●大学受験のため、初めて満員電車に乗った時に痴漢にあった。身動きが取れず、最

寄り駅で途中下車するのが精一杯だった。 

●高校生の時は回数を数えられないくらい痴漢被害に遭った 1 日 2 回なども 思い

出すだけで苦しくなることと、そのせいで不登校気味になり、ストレス過多で健康

被害にも及んだ 

 

 

 

 

●夜道が怖くなった。生活には支障は無かったがバイクや車が後ろから来るとドキド

キするので自転車から降りて通り過ぎるのを待つようにしていた。 

どんな気持ちになりましたか？生活に支障が出たこと、似たような場面で不意に思い出

すような経験も、可能な範囲で教えてください。 
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●最悪。気持ち悪い。身体を洗ってもしばらく汚れている気がした。 母親に相談した

が、自分が悪かったんじゃないのかとまじめに受け取ってもらえなかった。 

●PTSD で今でも思い出すことがある。 

●男性器を見せられた時は相手に対しての怒りでしたが、自分の体型に声を投げられ

たり身体を触られたりした時は、相手と同時に自分の身体も気持ち悪いように感じ

て、自分の体型が嫌いになりました。 

●男尊女卑が今も根付いていると思います。 

●最初は本当に痴漢なのか確信が持てず、その箇所に意識を集中していたらある瞬間

故意に触られていると確信してゾッとした。初めは怒りが湧いて手をつねったりした

ことがあるが、２、3 回も経験すると反応するのも面倒になってしまった。通勤中だ

と通報する選択肢がなかったので、自分でもどうせ通報しないならどうでも良いと言

う気持ちになってしまった。でも、もちろん不快感や恐怖感、すり減るような気持ち

もあった。 

●本当に嫌な思い。気力が削られる。損だと思う。悔しい。怒りを感じる。仕事や学

校に行くのに余計なことを考えなければならない。 

●電車の中での被害は、満員状態の中ではなく少し混雑程度の時でした 周囲の人た

ちは気づいていたと思います。痴漢被害と同じくくらい、周囲の無関心に傷つきまし

た。 
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●ああ、性的消耗品であって二級市民であって人ではないんだな、この国では。女

は。という気持ちでした。消費されているな、という屈辱。 

●悔しさと怒りがこみ上げ悲しくなった。 

●その時は怒り、恐怖。電車を利用する際は周りを過敏に注意する様にしている。 

 

 

以上 


